
別紙1　参考様式

1 対象地区の現状

①地区内の耕地面積 水田： 42.00 ha  畑： 66.36 ha 108.36 ha

②アンケート調査時に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 56.76 ha

③地区内における70才以上の農業者の耕作面積の合計 46.64 ha

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 25.94 ha

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 - ha

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 ha

（備考）

貸借地：　水田： 3.72 ha     畑： 8.43 ha 計： 12.15 ha 11.2%

作業委託地：　水田： 7.45 ha     畑： 4.01 ha 計： 11.46 ha 10.6%

合計：　水田： 11.17 ha     畑： 12.44 ha 計： 23.61 ha 21.8%

2 対象地区の課題

・

・

・

・

3 対象地区における中心経営体への農地の集約化に関する方針

・

・ 農道への樹木伐採について、計画的な実施をし、営農活動に支障がないようにしていく。

・ 土地改良施設の長寿命化をしていくための補修活動は継続的に実施していく。

・ 中間管理機構を通じて権利設定も検討していく。

・

知多郡美浜町 美浜上野間 令和2年12月10日

設定率（％）：

設定率（％）：

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

設定率（％）：

米の品種も耕作しやすいように変えていく。。

環境保全会で用排水路や施設の維持管理を実施しており、施設に関しては現在のところ問題はない。

担い手の耕作地にまとまりがなく、集約化ができていない。

パイプラインが整備されていない土地は受けたくても受けることができない。

防風林が成長しすぎて日蔭ができて耕作ができない場所もある。

担い手の育成、確保が必要である。また、農業後継者も検討が必要である。


